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日
本
全
土
が
記
録
的
な
寒
波
に
襲
わ
れ
、 

特
に
西
日
本
や
九
州
が
大
雪
に
見
舞
わ

れ
た
ば
か
り
か
、
沖
縄
県
の
名
護
市
や
久

米
島
市
で
も
み
ぞ
れ
が
確
認
さ
れ
た
１
月

24
日
、
世
界
一
危
険
な
米
軍
普
天
間
飛
行

場
を
抱
え
る
沖
縄
県
宜
野
湾
市
の
市
長

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

選
挙
結
果
は
、
自
公
が
推
薦
す
る
現
職 

の
佐
喜
真 
淳
氏
が
二
期
目
の
当
選
を
果

た
し
、
翁
長
県
知
事
が
推
薦
し
た
新
人
の 

志
村
恵
一
郎
氏
は
残
念
な
が
ら
敗
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
市
長
選
挙
は
、
普
天
間
飛
行
場
の

辺
野
古
移
設
を
巡
る
自
民
党
の
安
倍
政
権

と
、
オ
ー
ル
沖
縄
で
誕
生
し
た
翁
長
県
知

事
と
の
「
代
理
戦
争
」
と
も
云
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
辺
野
古
移
設

問
題
に
は
口
を
閉
ざ
し
、
「
普
天
間
飛
行 

          
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    

       

場
の
早
期
閉
鎖
と
返
還
」
、
「
地
元
経
済
の

振
興
」
だ
け
を
訴
え
た
自
公
政
権
の
選
挙

戦
略
に
よ
っ
て
、
沖
縄
県
民
を
二
分
し
た

辺
野
古
新
基
地
建
設
問
題
は
市
長
選
挙
の

争
点
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
は
、
昨
年
12
月
75 

 
 

 
 

 
 

 
 

名
の
会
員
と
家
族
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
辺
野
古
新
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辺
野
古
新
基
地
建
設 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
反
対
す
る
沖
縄
県 

民
と
現
地
で
座
り
込 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

み
闘
争
を
果
敢
に
闘

っ
て
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

そ
の
時
に
、
普
天 

 
 

 
 

 
 

 
 

間
飛
行
場
の
移
転
先 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
辺
野
古
に
求
め
て 

い
る
県
民
は
い
な
い
と 

                 

       

確
信
し
た
の
で
、
今
回
の
選
挙
結
果
は
意
外

で
あ
り
非
常
に
残
念
で
し
た
。 

   

今
回
の
市
長
選
挙
で
共
同
通
信
社
や
読

売
新
聞
社
等
が
、
米
軍
基
地
を
巡
る
問
題

で
出
口
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

そ
の
出
口
調
査
で
米
軍
普
天
間
飛
行
場

の
辺
野
古
移
転
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

共
同
通
信
社
で
56
％
、
読
売
新
聞
社
の
調

査
で
も
55

％
の
人
が
「
反
対
」
と
答
え
、

「
賛
成
」
の
人
は
３
割
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
事
か
ら
云
え
る
の
は
、
宜
野
湾

市
民
の
意
識
は
「
と
に
か
く
危
険
な
普
天
間

飛
行
場
を
早
く
閉
鎖
し
て
欲
し
い
」
と
い
う

素
朴
な
気
持
ち
と
、
移
転
先
は
「
同
じ
県
内 

       

ま
た
来
年
以
降
の
「
地
本
Ｏ
Ｂ
会
事
務

局
長
会
議
」
に
つ
い
て
は
、
「
ブ
ロ
ッ
ク
別
地

本
Ｏ
Ｂ
会
三
役
会
議
」
の
開
催
時
間
を
拡

大
す
る
事
で
、
各
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
事
務
局

長
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
事
で
集
約

さ
れ
ま
し
た
。 

 

  

 

の
辺
野
古
で
は
ダ
メ
」
と
い
う
複
雑
な
心
境

を
表
し
た
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

   

安
倍
首
相
は
、
最
近
の
沖
縄
で
の
選
挙
で 

知
事
選
、
名
護
市
長
選
、
衆
院
選
４
選
挙
区 

で
連
敗
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
安
全
保
障

に
関
わ
る
こ
と
は
、
国
全
体
で
決
め
る
こ
と

だ
。
一
地
域
の
選
挙
で
決
定
す
る
も
の
で
は 

な
い
」
と
強
弁
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
度
の
市

長
選
挙
で
は
必
死
に
な
り
閣
僚
経
験
者
や

与
党
幹
部
ら
を
大
量
投
入
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
一
地
域
の
選
挙
で
勝
利
す
る
や
、

「
全
て
の
市
長
が
翁
長
知
事
と
行
動
を
共
に 

し
て
い
な
い
の
で
、
沖
縄
の
民
意
が
反
対
一
色

で
は
な
い
の
は
一
目
瞭
然
だ
」（菅
官
房
長
官
）

と
う
そ
ぶ
き
、
こ
の
選
挙
結
果
を
根
拠
に

し
て
、
移
設
に
向
け
た
工
事
を
着
実
に
推
進

す
る
考
え
を
示
し
た
の
で
す
。 

   

こ
の
沖
縄
の
闘
い
は
、
今
後
６
月
の
県
議

選
、
７
月
の
参
院
選
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い

き
ま
す
。
特
に
参
院
選
で
は
、
自
民
党
の
現 

職
議
員
と
オ
ー
ル
沖
縄
の
候
補
者
と
の
一
騎
打

ち
の
闘
い
に
な
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

も
こ
の
重
要
な
沖
縄
の
選
挙
を
支
援
し
て
行

き
ま
し
ょ
う
。 

安
倍
政
権
は
、
こ
の
夏
の
参
議
院
議
員
選

挙
で
、
改
憲
勢
力
で
２
／
３
の
議
席
を
確
保

し
、
「
憲
法
改
正
の
第
一
歩
に
す
る
」
と
宣

言
し
て
い
ま
す
。 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
は
、
「
た
し
ろ
か
お

る
参
議
院
議
員
」
を
組
織
内
予
定
候
補
と

し
て
決
定
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
取
り
組

み
を
全
力
で
支
援
し
ま
し
ょ
う
。 
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沖
縄
県
・
宜
野
湾
市
長
選
挙
で
与
党
候
補
が
当
選 

 

辺
野
古
新
基
地
建
設
は
争
点
に
な
ら
ず 

 

そ
れ
で
も
投
票
者
の
過
半
数
は
、
〝
辺
野
古 

″
反
対 

  

復
帰
を
待
っ
て
い
ま
す 

 

 

 

 

 

正解は            でした。 

 

今回は 1月 25日に締め切り、最終的には 304

名の応募がありました。応募頂いた皆さんに御礼

を申し上げます。 

1月 28日、厳正な抽選を行った結果、次の方々

の当選を確認しましたので発表します。 
 

おめでとうございます！ 
 

１等 1万円のびゅう商品券（３名） 

① 有原忠太郎（盛岡） ②遠藤 昭一（東京） 

③八重澤正満（八王子） 

２等  ５千円のびゅう商品券（５名） 

①長尾 浩(仙台)   ②十亀 晴夫（東京） 

③今泉定次郎（高崎） ④加藤 秀八（八王子） 

    ⑤田中 一彦(大宮) 

３等  ３千円のびゅう商品券（10名） 

① 加藤 徳雄（盛岡） ②金子 正信(秋田) 

③柳川 史郎（仙台） ④林  隆一（水戸） 

⑤石黒  昇(東京)  ⑥山田 五雄（横浜） 

    ⑦矢島 利之（高崎） ⑧石崎 勝浩（新潟） 

    ⑨矢部 健二(八王子) ⑩高村 正夫(大宮) 

特別賞  １千円の図書カード（15名） 

○1高橋 浩視 (盛岡) ②遠藤  弘（盛岡） 

③鈴木 直保（秋田）④宍戸  誠(仙台) 

    ⑤進藤  昇（横浜）⑥柳内 英道（水戸） 

    ⑦押元 修一（千葉） ⑧田中恵子（東京-家族） 

    ⑨染谷  明（東京） ⑩成瀬  昇（横浜） 

     ⑪大澤  健 (高崎) ⑫川上  修(新潟 ) 

    ⑬菊池 仁士（長野） ⑭渡辺 昭二(八王子) 

⑮伊藤 栄子 (大宮-家族)  （以上 敬称略） 

 

 

 

参 議 院 

  
新春クイズの 
  当選発表 

宜野湾市長選開票結果 

当 27,668 佐喜真 淳（現）自公推薦 

落 21,811 志村恵一郎（新）     

（投票率 68.72%、前回比 4.82%アップ） 

移
設
強
行
を
示
唆 

参
院
選
を
全
力
で 

 

出
口
調
査
で
は 

の
佐
喜
真 
淳
氏
が
二
期
目
の
当
選
を
果 



      
 
 
 
 

                  

 

                

  

                                     

                                        

                                         

                                 

今
月
は
、
高
崎 

地
本
Ｏ
Ｂ
会
の 

武
井 

仁
さ
ん 

を
紹
介
し
ま
す
。 

武
井
さ
ん
は
、
現
役
時
代
は
長
ら
く 

横
川
機
関
区
で
電
気
機
関
士
を
し
た
後
、 

高
崎
車
両
セ
ン
タ
ー
で
検
修
業
務
に
従 

事
し
、
一
昨
年
退
職
し
ま
し
た
。 

現
在
は
横
川
機
関
区
跡
地
に
開
業
し
た 

碓
氷
峠
『
鉄
道
文
化
む
ら
』
で
、
乗
務
経 

験
を
生
か
し
た
Ｅ
Ｆ
63
電
気
機
関
車
の 

体
験
乗
車
の
指
導
員
を
し
て
、
運
転
業 

務
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。 

         

昨
年
の
地
本
文
化
祭
で
は
、
雨
天
に
も

関
わ
ら
ず
、
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の 

 

機
関
士
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
退
職 

し
て
も
根
っ
か
ら
の
鉄
道
員
な
の
で
す
。 

ま
た
昨
11
月
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ 

 

 

 

の
「
ぶ
ら
タ
モ
リ
」
に
出
演
し
て
一
躍 

有
名
人
に
な
り
ま
し
た
。「
す
ご
い
ね
」 

と
声
を
か
け
る
と
「
そ
の
日
が
た
ま
た 

ま
仕
事
だ
っ
た
だ
け
」
と
謙
遜
し
な
が 

ら
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 
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ま
た
以
前
に
も
女
優
の
羽
田
美
智
子
さ
ん

を
案
内
し
た
番
組
が
放
映
さ
れ
た
時
も
、
周
囲

か
ら
羨
ま
し
く
思
わ
れ
た
そ
う
で
す
。 

開
業
か
ら
17
年
、
機 

関
車
も
老
朽
化
し
て
検
修 

を
担
当
す
る
人
も
苦
労 

し
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し 

て
い
ま
す
。
こ
れ
か 

ら
も
走
行
体
験
を
継
続 

し
、「
鉄
道
遺
産
を
文
化
財
と

し
て
永
く
保
存
し
て
い
き
た
い
」
と
、
今
後
の

目
標
を
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

（
安
中
市
在
住
・
武
井 

仁
・
61
歳
） 

    

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

高崎地本ＯＢ会 

 

     

新
潟
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
昨
年
末
、
２
０
０

６
年
に
嶋
田
一
味
ら
を
支
持
す
る
会
員
が

Ｏ
Ｂ
会
を
脱
退
し
た
影
響
で
、
所
属
す
る

酒
田
支
部
Ｏ
Ｂ
会
が
無
く
な
っ
た
16
名
の

Ｏ
Ｂ
会
員
の
家
庭
訪
問
を
実
施
し
ま
し
た
。 

今
回
の
家
庭
訪
問
の
目
的
は
、
「
Ｏ
Ｂ
会

組
織
の
な
い
会
員
が
、
そ
の
後
ど
の
様
な

生
活
を
し
て
い
る
の
か
把
握
す
る
事
」
と
、

「
た
し
ろ
か
お
る
応
援
の
取
り
組
み
」
を
伝

え
る
事
で
し
た
。 

   

酒
田
支
部
委
員
長
の
案
内
で
各
家
庭

を
訪
れ
る
と
、
多
く
の
会
員
か
ら
「
わ
ざ
わ

ざ
遠
く
か
ら
来
て
い
た
だ
き
有
り
難
う
」
、

「
家
に
寄
っ
て
下
さ
い
」
と
温
か
く
迎
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
「
あ
っ
、
あ
な
た
の
顔
知
っ
て
い
る
。

40
数
年
ぶ
り
だ
ね
」
「
機
関
助
士
科
で
同

期
だ
っ
た
ね
」
「
広
域
異
動
で
東
京
か
ら 

                    

 
    

帰
っ
て
き
た
ら
、
Ｏ
Ｂ
会
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て 

い
て
非
常
に
残
念
だ
っ
た
」
「
広
域
異
動
で
○ 

○
さ
ん
と
一
緒
で
し
た
が
元
気
で
す
か
」「
過
去

に
様
々
な
問
題
が
あ
っ
た
が
、
何
と
か
力
を
合

わ
せ
て
Ｏ
Ｂ
会
を
創
ろ
う
」
等
々
、
前
向
き
の

会
話
で
会
話
が
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

    

今
回
の
取
り
組
み
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
Ｊ

Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
を
大
切
に
思
っ
て
頂
い
て
い

る
事
を
強
く
感
じ
、
私
た
ち
の
心
配
は
取
り

越
し
苦
労
だ
っ
た
の
で
、
疲
れ
も
一
気
に
吹
き

飛
び
ま
し
た
。 

同
時
に
、
組
織
問
題
で
失
っ
た
精
神
的

な
財
産
や
時
間
は
取
り
戻
す
事
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
仲
間
意
識
や
信
頼
関
係
づ
く

り
の
新
た
な
第
一
歩
が
出
来
た
と
確
信
し

ま
し
た
。 

 
 

 
  

（
新
潟
地
本
Ｏ
Ｂ
会
発
） 

                

    

昨
年
の
12
月
3
日
13
時
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
労

組
バ
ス
東
京
分
会
Ｏ
Ｂ
会
が
、
東
京
駅
地
下
街

の
「
日
本
海
庄
や
」
で
第
６
回
定
期
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

総
会
に
は
、
バ
ス
関
東
本
部
の
遠
山
議
長
と

分
会
の
間
杉
副
分
会
長
、
小
澤
執
行
委
員
の
３

名
が
来
賓
と
し
て
参
加
し
、
総
勢
18
名
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
久
し
振
り
に
元
気
な
顔
を
見
せ

た
Ｏ
Ｂ
会
員
で
盛
り
上
が
り
、
「し
っ
か
り
、
た
し

ろ
を
応
援
し
よ
う
」
と
声
を
掛
け
合
っ
て
い
ま
し

た
。
最
後
に
古
家
会
長
の
死
去
に
伴
っ
て
、
新
役

員
体
制
を
確
立
し
て
終
了
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

                  

           

          

 

 

 

 

 

＊ 日 時  ２ ０ １ ６ 年 ４ 月 ２ ０ 日（水）１ ２ 時～ 
 

＊ 場 所  Ｊ Ｒ 東労組本部・大会議室 
 

 参院選勝利・組織強化に向けて 

総会を成功させよう！ 
 
 

 

 

10
年
前
の
Ｏ
Ｂ
会
脱
退
以
降 

初
め
て
酒
田
の
会
員
宅
を
訪
問 

 

Ｎ

Ｈ

Ｋ

テ

レ

ビ

に

出

演 
    

 

 

 

 

 

 

 日 時  ２ ０ １ ６ 年 ２ 月 ２ ４ 日（水）１ ３ 時～ 
 
 場 所  Ｊ Ｒ 東労組本部・大会議室 

 

  たしろ応援活動を更に強化しよう！ 

 

 

 

 

 

１
月

19
日
、
日
本
退
職
者

連
合
の
「
２
０
１
６
新
春
の
集

い
」
が
神
田
駿
河
台
の
連
合
本

部
会
議
室
に
於
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

こ
の
「
新
春
の
集
い
」
は
昨
年

か
ら
は
じ
ま
り
２
回
目
で
、
連

合
関
係
者
を
は
じ
め
、
中
央
単

産
や
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
地
方
組

織
、
政
党
（
民
主
・
社
民
）
、
労

福
協
関
係
者
な
ど
総
勢
１
３
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
か
ら

は
、
退
職
者
連
合
の
幹
事
で
も 

あ
る
大
熊
会
長
と
と
も
に
川
端
副
会
長
、
中

村
幹
事
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
の
川
崎
事
務

局
次
長
の
４
名
と
、
埼
玉
シ 

ニ
ア
会
の
会
長
も
担
う 

大
宮
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の 

橋
詰
会
長
が
参
加 

し
交
流
を
深
め
ま 

し
た
。 

 

冒
頭
年
頭
の
あ 

い
さ
つ
に
立
っ
た
退
職 

者
連
合
の
阿
部
会
長
は
、 

七
月
の
参
院
選
に
ふ
れ
、
「
重
要
な
闘
い
と
な

る
。
連
合
と
連
携
し
、
退
職
者
連
合
が
推
薦

す
る
全
て
の
候
補
者
の
必
勝
に
向
け
、
全
力

で
取
り
組
む
」
と
決
意
を
明
ら
か
に
し
、
退

職
者
連
合
の
一
層
の
奮
起
を
促
し
ま
し
た
。 

ち
な
み
に
退
職
者
連
合
の
事
務
局
の
入
り

口
に
は
、
推
薦
を
決
定
し
た
連
合
組
織
内
候

補
の
ポ
ス
タ
ー
が
掲
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

わ
た
し
た
ち
退
職
者
を
取
り
巻
く
状
況
は

一
層
厳
し
く
、
そ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
も

「
決
戦
の
年
」
と
云
わ
れ
る
今
年
は
、
総
力
を

上
げ
て
退
職
者
連
合
の
仲
間
と
も
強
く
連
携

し
て
、
安
倍
政
治
を
許
さ
ず
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

                                        

バ
ス
東
京
分
会
が 

Ｏ
Ｂ
会
総
会
を
開
催 

歓
迎
の
言
葉
が
続
々

と 

信
頼
回
復
の
第
一
歩
が 

華やかな懇親会 

日本退職者連合が 
 

「2016 新春の集い」を開催 

「新春の集い」で挨拶する阿部会長 

新役員体制 

 会 長 葛原  英世 

 副会長 矢指本 恭元 

事務長 中島   諭 

 Ｊ Ｒ 東労組本部ＯＢ 会 
    

   第２０回定期総会 

  

２ ０ １ ６ 年春・Ｊ Ｒ 東労組ＯＢ 会幹事会・ 
 
       地本ＯＢ 担当者合同会議 


